
（参考資料）令和３年度　主要施策の成果に関する報告書　主要事業の前年度比較等

　【土木部門】
（単位　千円）

A B B-A

△ 3,949,973

△ 5,985,539

1,492,324

3,387,966

△ 467,889

復興事業終了による減 (事業の成果）
防潮堤の整備について、全体約1.2kmのう
ち、令和3年度までにふ頭用地の入口部分
（陸閘）を除き、約1.1kmが完成した。

R3:219
R2:208

(今後の課題)
港湾の安心・安全を確保するべく、早期の効
果発現を図るための予算の確保。

4

茨城港常陸那珂港区
整備事業
（港湾課）

4,659,157 3,803,862 △ 855,295

No
事業名

（担当課）
R2決算額 R3決算額 差引額

1

地方道路整備事業
（道路建設課）

※道路橋梁改築事業

43,658,240 39,019,148 △ 4,639,092

(今後の課題)
早期効果発現のための整備箇所の選択と予算
の集中投資による効率的な整備。

事業の成果，今後の課題 参照ページ数

社会資本整備総合交付金（復興）の
減

(事業の成果）
国道11路線39箇所、県道148箇所及び県が代
行する6箇所の整備を実施した。

R3:210
R2:199

主な増減理由

2

地方道路整備事業
（道路維持課）

※道路維持補修事業

11,814,288 9,302,769 △ 2,511,519

3

河川改修事業
（河川課）

11,902,841 14,075,245 2,172,404

R3:212
R2:201

防災・減災・国土強靭化のための５
か年加速化対策事業等に伴う前年度
繰越額の増

(事業の成果）
39河川にて築堤、掘削などの河川改修工事を
実施し、流下能力を向上させた。

R3:215
R2:204

(今後の課題)
河道狭隘箇所における治水安全度の早期向上
と継続的な予算の確保。

令和元年度国経済対策補正繰越分の
減に伴う減

(今後の課題)
近年激甚化・頻発化する災害や、急速に進む
道路インフラの老朽化に対応するべく、防
災・減災対策、老朽化対策の推進と継続的な
予算の確保。

(事業の成果）
特に緊急的に実施すべき道路インフラの集中
的かつ効果的な強化が図られた。
　・橋梁補修事業　99橋
　・路面再生事業　60か所
　・災害防除事業　13か所

防災・減災、国土強靭化のための５
か年加速化対策事業に伴う前年度繰
越額の増
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（単位　千円）

A B B-A
No

事業名
（担当課）

R2決算額 R3決算額 差引額
事業の成果，今後の課題 参照ページ数主な増減理由

△ 45,103

3,902

6,719

651,114

第８回都市計画定期見直し事業の令
和２年度完了に伴う前年度繰越額の
減

(事業の成果）
第８回都市計画定期見直しに引き続き、第９
回都市計画見直しに向け、14市町において都
市計画基礎調査を実施。

R3:220
R2:210

(今後の課題)
社会情勢の課題や安全安心への意識の高まり
などに的確に対応し、災害に強い持続的なま
ちづくりができるよう、都市計画の見直しの
推進。

5

都市地域計画策定事
業
（都市計画課）

95,411 43,205 △ 52,206

茨城県県営住宅長寿命化計画で定め
た年間目標工事戸数の実現に向けた
工事増に伴う前年度繰越額の増

(事業の成果）
建設工事並びに長寿命化工事を計画的に実施
するとともに、適切な点検・修繕を行い、県
営住宅の適正管理を行った。
　R3工事戸数　618戸
　（建設工事52戸　長寿命化工事566戸）
　R2工事戸数　450戸
　（建設工事48戸　長寿命化工事402戸）

R3：224
R2：214

(今後の課題)
県営住宅の建替及び既存ストックを活用した
長寿命化工事を計画的に実施していくための
予算の確保。

8

公営住宅建設事業
（住宅課）

1,187,870 1,856,664 668,794

下水道接続に関する補助申請額の増 (事業の成果）
流域内の下水道接続率の向上。
霞ヶ浦流域接続率（R3）91.5％
（前年度比＋0.6％）

R3：222
R2：212

(今後の課題)
支援制度のさらなる周知と利用の促進。

7

湖沼水質浄化下水道
接続支援事業
<森林湖沼環境税活
用事業>
（下水道課）

181,195 187,914 6,719

好文亭呈茶サービスの通年化など偕
楽園の魅力向上の推進による増

(事業の成果）
偕楽園の魅力向上を図るため、呈茶サービス
の通年化やホームページ改修などを実施。

R3:221
R2:211
（R2､R3とも
公園施設事業
の一部）

(今後の課題)
新型コロナウイルス感染拡大により観光客が
集中する梅まつりに来園者が減少。
風景の保全・育成やアクセス向上など年間を
通じた集客を図るための魅力創出。

6

偕楽園魅力向上等推
進事業
（都市整備課）

79,536 83,438 3,902

（参考）

偕楽園の入園料収入

予 算： 130,000千円

決 算： 56,046千円

差引額：△73,954千円

（参考）

偕楽園の入園料収入

予 算： 100,000千円

決 算： 72,436千円

差引額：△27,564千円
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